
JOSS2023

J-STAGE Dataの機能拡張 - 研究データ
の「メタデータの共通項目」対応について

2023年6月

情報基盤事業部 研究成果情報グループ



目次

1. J-STAGE Dataの概要

2. NII-RDCとの連携（メタデータの
共通項目への対応）

3. 現状の課題



目次

1. J-STAGE Dataの概要

2. NII-RDCとの連携（メタデータの
共通項目への対応）

3. 現状の課題



研究データの公開に関するジャーナル方針
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➢ 学術雑誌によるデータ共有ポリシーの強度の調査
➢ 公開方針の掲載率及び要求の度合いは、2014年から2019
年にて大きく増加した。

2014年 2019年

データ公開ポリシーの強度

「学術雑誌のデータ公開ポリシーの変遷：2014年と2019年の比較」Ikeuchi et al.（2019）
https://doi.org/10.6084/m9.figshare.10025330.v1



J-STAGE Dataの立ち上げ

*オープンアクセス：誰もが無料でアクセスでき、二次利用を認める範囲について明記されている状態

すべてオープンアクセス*で公開

登載データにはDOIを付与

方針

目的

J-STAGEの登載記事に関連するデータを登載・公

開するデータリポジトリの提供
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J-STAGE Data
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• 登載できるデータ
– 研究成果論文の根拠となった研究
データ

– 記事を補足する図表等のデータ

• J-STAGE登載記事との相互
リンク

• 他のデータベースからのアク
セス
Google Dataset Searchや
Dimensionsから検索可能
(特定の属性のデータのみ)

➢ 令和2年3月リリース

トップ画面

https://jstagedata.jst.go.jp/



データポリシー
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➢ J-STAGE Dataにて研究データを登載し公開する発行機関向けにJ-STAGE Dataデータポ
リシーを策定している。

➢ J-STAGE Dataデータポリシーでは研究データおよび研究データに付与される情報（DOI
、メタデータ、リンク）の取り扱いに関する基本方針を示している。

➢ 具体的には、登載対象とする研究データ、研究データの公開・非公開の考え方、公開
のポリシー、公開する研究データや作成するメタデータの形式等など。

➢ RDUFで定める「研究データの公開・利用条件表示ガイドライン」を参考にした。
“研究データの公開・利用条件表示ガイドライン ver.1.0”. 研究データ利活用協議会（
RDUF）研究データライセンス小委員会, 2019, 32p.
https://doi.org/10.11502/rduf_license_guideline

➢ 発行機関に即した具体的なデータの公開・管理ポリシーは発行機関自身で策定する
必要がある。

https://doi.org/10.11502/rduf_license_guideline


データアップロード画面

8

ライセンス

J-STAGE Dataへアップロードするデータは、基本
的に二次利用を許可するものとして扱われる。ライ
センスは下記から選択。

CC-0 / CC BY-SA 4.0 / CC BY-NC-ND 4.0 / CC BY-ND 4.0 / 
CC BY-NC 4.0 / CC BY 4.0 / Apache-2.0 / GPL-3.0 / GPL-
2.0 / GPL / MIT / CC BY-NC-SA 4.0

データファイル
データセット、画像、動画等に対応。

発行機関ごと100GB。ファイルサイズの制
限は設けていないが、データ転送速度上
20GBを目安とする。

メタデータ

タイトル、アイテムタイプ、著者名、カテゴ
リー、キーワード、説明、ライセンス、関連
論文（記事）のDOIなど



データ画面

閲覧数、ダウンロード数、被引用数

データに言及している
記事へのリンク

二次利用ライセンス
の情報

キーワード

著者名

タイトル

データのプレビュー画像

引用記述の表示

ダウンロード

DOI
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記事とデータの相互リンク

・タイトル
・Data Availability 
Statement※

・データの説明

・公開日
・データタイトル
・著者名
等のメタデータ

データ
プレビュー

J-STAGE Dataへのリンクをクリック

※利用可能なデータの所在等
に関する記述

に記事関連データ情報を表示できます へジャンプして
記事関連データを閲覧

J-STAGE上の記事へのリンクをクリック

関連付け
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他データベースからのアクセス
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Google Dataset Search

Dimensions



利用状況

• 2023年6月16日時点 76誌申し込み、データ登載 33誌、513件登録

– デジタルアーカイブ学会誌
– 気象集誌 （日本気象学会）
– Biophysics and Physicobiology （日本生物物理学会）
– Anthropological Science （日本人類学会）
– 日本森林学会誌
– Electrochemistry （電気化学会）
– Mass Spectrometry （日本質量分析学会）
等

• 既にダウンロード数の増加、他データベースでのインデックス等、研究成果
発信力の向上に効果が見られている
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利用誌について

• 自然科学系のみならず、人文学・社会科学系学会の利用も現れている

• 当初は電子付録利用誌を対象に利用を想定していたが、電子付録未利用
誌からの申請の方が多い
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利用申し込み・公開データとも
、順調に増加している
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NII-RDCとのデータ連携（メタデータの共通項目への対応）

• 内閣府が定める共通メタデータ項目についてJapan Link Center経由でデー
タ登録を可能とする改修を予定

• 日本の研究データ管理・利活用のための中核的プラットフォームであるNII 
Research Data Cloudにメタデータを集約し検索できる基盤を構築する

• J-STAGE Dataのメタデータのうち、公的資金により得られたデータについて
共通メタデータ項目と共にデータ連携を実現する
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データアップロード画面の拡張
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e-Rad研究分野対応、体系的番号対応

資金配分機関情報対応、著者のe-Rad番号対応

等

データファイル
データセット、画像、動画等に対応。

発行機関ごと100GB。ファイルサイズの制
限は設けていないが、データ転送速度上
20GBを目安とする。

メタデータ

タイトル、アイテムタイプ、著者名、カテゴ
リー、キーワード、説明、ライセンス、関連
論文（記事）のDOIなど
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現状の課題

• 利用誌数の拡大を進める必要

• Japan Link Centerに登録された研究データはDataCite Commonsで検索で
きない
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ご清聴ありがとうございました
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